
仲間同士の絆づくりプロジェクト：小中学校共通実践例
義務教育課

　　　　それぞれの手法の専門家を「絆
　　　づくりサポーター」として登録し，
　　　学校の要請に応じて派遣。
　　　【活用時間例】
　　　　演習(エクササイズ)　１時間
　　　　説明(レクチャー)   　１時間
　　　【活用対象例】
　　　　児童生徒への指導を教師が参観
　　　　教師が直接指導を受ける
　　　　保護者を交えて演習を実施

いじめとは？　人権侵害とは？
・児童生徒に理解させる。
・理解させたことを保護者にも伝える。

・保護者への
　アンケートの実施

・対人関係スキル
・対人関係のストレス
・日ごろの言動等

保護者の要望

児童生徒の実態学校で○○を身に
付けさせてほしい

実施プログラムを設定
・学校生活スキルトレーニングの実践
・具体的手法の選択（論証のあるもの）
・発達段階に応じた指導内容，方法の設定

絆づくりサポーター
（専門家）の活用
 ※県教委から派遣

 スクールカウンセ
 ラーや識見を有す
 る教員の活用

指導・援助の実施
・学年，クラス単位で
・学校全体で
・教職員研修で
・保護者を交えて

・特別活動（学級活動，学校
行事等）の活用
・道徳の時間の活用
・総合的な学習の時間の活用
・授業への導入
・保護者等との協働

児童生徒の意識や言動の変容を把握し，
今年度のプロジェクトの成果と次年度の
課題をまとめる。

　集団活動スキル
　・　まちがいがあったとき素直にあやまることができる。
　・　相手の立場に立って考えることができる。
　・　暴力をふるったり，人を傷つけることを言ったり前に，一度止まって考える
　　ことができる。など

　相談スキル
　・　自分の考えを家族にはっきりと伝えることができる。
　・　自分が困ったとき，だれかに相談することができる。など

　コミュニケーションスキル
　・　自分の嫌なことを断ることができる。
　・　友だちに自分の考えや気持ちを伝えることができる。
　・　仲のよい友だち同士がけんかしているとき，どうすればいいのかわかる。
　・　苦手な友だちともつき合うことができる。など

　アサーション・トレーニング
　ソーシャルスキル・トレーニング（ＳＳＴ）
　構成的グループ・エンカウンター（ＳＧＥ）
　グループワーク・トレーニング（ＧＷＴ）
　コーチング　など

・　絆づくりサポーターの登録情報は茨城県教
　育情報ネットワークに掲載予定。
・　１回２時間×180校（回）派遣分を予算化。
　　※１校に複数回の派遣も可（３回まで）

　学校生活スキルトレーニングの「学校生活スキル尺度」の中から，児童生徒の自己評価に
ついて基本的な項目を全校共通に設定し，５月と１２月の児童生徒の自己評価の変容を把
握。県全体の状況も集約して，各学校に還元。
※　具体的な方法はマナーアップ実態調査を参照。

各学校における従来の取組と「仲間同士の絆づくりプロジェクト」との関係
　仲間同士の絆づくりプロジェクトは，これまで，各学校において実施してきた人間関係づ
くりに関する取組を，「いじめを生まない関係づくり」を目標として，より一層充実させよ
うとするものであり，各学校においては，従来から実施している指導内容・方法について，
保護者の意向等も踏まえながら，学校と家庭の協働を深めたり，様々な論証のある手法を積
極的に導入するなどして，児童生徒のセルフエスティーム（自尊感情）を高め，相手の気持
ちにも寄り添うことができるようにするとともに，人間関係構築力や対人関係のトラブルへ
の対応力を身につけさせようとするものです。県を挙げて取り組むことで，児童生徒の人間
関係づくりの大切さについて社会全体の理解・啓発も図ります。



仲間同士の絆づくりプロジェクト

いじめ問題をはじめとする対人関係の深刻なトラブルが発生しないよう，児童生徒相互，児童生徒と教職員相互の信
頼関係や好ましい人間関係の醸成を図ります。

プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施 例

いじめとは？人権侵害とは？
［児童生徒に理解させる，

理解させたことを保護者にも伝える］

・保護者への ・対人関係スキル
アンケートの実施 ・対人関係のストレス

・普段の行動等
保 護 者 の 要 望

児 童 生 徒 の 実 態・学校で身につけさ
せて欲しいこと

実施プログラムを設定
・学校生活スキルトレーニングの実践
・具体的手法の選択(論証のあるもの)
・発達段階に応じた指導内容，方法の設定

絆づくりサポータースクールカウンセラーや
(専門家)の活用識見を有する教員の活用

指導・援助の実施

学年，クラス単位で，学校全体で，
職員研修で，保護者も交えて

児童生徒の意識や言動の変容を把
握し，今年度のプロジェクトの成
果と次年度の課題をまとめる。

１ 仲間同士の絆づくりを促進するための指導・援助の実践
・ 対象 全公立小・中学校の全児童生徒
・ 内容

アサーショントレーニング，ソーシャルスキルトレーニング，構成的グ
ループ・エンカウンター，コーチングなど，論証のある様々な手法を積極
的に活用して，学校生活スキルトレーニング（県教育研修センター研究開
発）における集団生活スキル，コミュニケーションスキル，相談スキル等
の人間関係に関するスキルを児童生徒に身に付け，児童生徒相互，児童生
徒と教職員相互の人間関係の醸成を図ります。

２ 指導・援助を行う学校・教職員の支援
・ 対象 公立小・中学校（原則）
・ 内容
人間関係づくりに関する専門的知識を有する臨床心理士，大学教授等，

幅広い人材を絆づくりサポーターとして登録し，学校等からの要請に応じ
て派遣します。
・派遣校（回）数 校（回）180
・派遣内容 １回２時間

３ 友達相談活動指導者研修会の開催
・ 対象 各市町村指導主事

各教育事務所生徒指導班指導主事
・ 内容

友達相談活動の実践と定着化を図るため，好ましい人間関係づくりの
論証ある手法の実践及び理論の研修を行い，各市町村の公立中学校への
普及を図ります。

友達相談活動未実施校は「いじめを生まない関係づくり」を実践上
のテーマとします。
友達相談活動既実施校は「いじめを生まない関係づくり」とともに

「支え合いから学び合い」を実践上のテーマとします。


